
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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四半期報告書提出予定日 平成22年８月11日 配当支払開始予定日 － 
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  （百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,669  △1.2  △158  －  △158  －  △195  －

22年３月期第１四半期  1,689  △17.0  △150  －  △110  －  △163  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △10  71  －      

22年３月期第１四半期  △8  92  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  10,294  6,840  65.5  369  49

22年３月期  10,770  7,070  64.8  382  00

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 6,746百万円 22年３月期 6,974百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  4,200  16.8  △100  －  △85  －  △105  －  △5  75

通期  9,000  15.7  45  －  80  －  40  －  2  19



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規       －社 （社名）                        、除外       －社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は［添付資料］２ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 18,640,112株 22年３月期 18,640,112株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 383,470株 22年３月期 381,894株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 18,257,320株 22年３月期１Ｑ 18,259,981株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第1四半期におけるわが国経済は一部の製造業に業績回復の兆しが見られたものの欧州経済情勢の不安が懸念

されるなど、総じて景気回復は低調で設備投資や雇用情勢も好転せず、一般個人消費も低水準のうちに推移し、土

木建設業界においても新規建設需要が低調のまま厳しい受注競争が続きました。 

このような環境の中、当社グループでは事業の多角化を一層推進し、切削機具事業では耐震工事専用アンカー

ドリル、乾式コアドリルのほかマンホール消散弁の工法普及に努め売上を伸ばしました。介護事業では高齢者専用

賃貸住宅事業を加え介護サービスの充実を図り、ＩＴ関連事業では首都圏需要の開拓に努め、それぞれ売上を増進

いたしました。一方、特殊工事事業、工場設備関連事業においては公共工事・民間設備投資の低迷により売上が減

少し、建設・生活関連品事業においても一般建設材料や機械工具・住宅関連品の売上は減少しました。 

その結果、当第１四半期の連結業績は 売上高16億69百万円(前年同期比1.2％減)、営業利益は△１億58百万円

（前年同期は△１億50百万円）となりました。また経常利益は△１億58百万円（前年同期は△１億10百万円）とな

り、四半期純利益は△１億95百万円（前年同期は△１億63百万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

財政状態の変動状況 

 当第１四半期末における総資産は、前期末から４億76百万円減少し102億94百万円となりました。流動資産は、

売上高の低下および売上債権の回収に伴う受取手形及び売掛金の減少などにより４億３百万円減少し、40億35百万

円となりました。固定資産は、大きな変動は無く73百万円減少し、62億59百万円となりました。負債は前期末から

２億46百万円減少し34億54百万円となりました。流動負債は、仕入高の減少および仕入債務の支払いに伴う支払手

形及び買掛金の減少、前期に係る法人税等の納付による未払法人税等の減少などにより２億38百万円減少し27億29

百万円となりました。固定負債は、大きな変動は無く８百万円減少し７億25百万円となりました。なお、有利子負

債も大きな変動は無く前期末から34百万円減の16億３百万円となりました。純資産は、第１四半期純損失などによ

り前期末から２億30百万円減少し68億40百万円となりました。 株主資本は、資本剰余金から４億10百万円を利益

剰余金に振替えたため資本剰余金は同額減少し30億13百万円に、利益剰余金は２億15百万円増加し△１億94百万円

となり、株主資本合計は、第１四半期純損失等の１億96百万円が減少となり68億54百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後も介護事業、ＩＴ関連事業は事業範囲を拡大し、概ね順調に推移すると思われますが、主力とする土木建

設業界の景気の早期回復には時間を要すると思われます。当社グループといたしましては、学校、橋梁等の耐震補

強工事需要は全国的に増加しており、期末に向け順次完工する予定で拡大増加を見込んでおり、都市部においても

マンホール耐震化消散弁の需要が急拡大しており、この分野の当社製専用コアドリルとともに受注が伸びるものと

見込み、受注獲得に全力を挙げてまいります。また、一層の経営効率化を推進し、販売費及び一般管理費の圧縮に

努め、早期の業績向上に邁進してまいります。 

当期の見通しにつきましては平成22年5月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」 （企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」 （企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る

会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会

計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20

年12月26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 808,748 779,570

受取手形及び売掛金 1,878,487 2,333,742

有価証券 93,656 99,337

商品及び製品 899,774 898,738

仕掛品 60,439 39,690

原材料及び貯蔵品 164,915 155,165

その他 132,870 136,148

貸倒引当金 △3,555 △3,757

流動資産合計 4,035,334 4,438,634

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,931,668 3,928,314

減価償却累計額 △2,297,591 △2,278,340

建物及び構築物（純額） 1,634,077 1,649,974

土地 3,790,925 3,790,925

その他 1,041,408 1,036,990

減価償却累計額 △908,141 △897,466

その他（純額） 133,268 139,524

有形固定資産合計 5,558,270 5,580,422

無形固定資産   

のれん 26,402 28,268

その他 82,812 86,153

無形固定資産合計 109,214 114,421

投資その他の資産   

投資有価証券 317,209 360,071

その他 362,846 362,614

貸倒引当金 △88,949 △86,169

投資その他の資産合計 591,107 636,516

固定資産合計 6,258,590 6,331,359

資産合計 10,293,924 10,769,993



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,226,946 1,434,902

短期借入金 1,258,160 1,265,350

未払法人税等 20,796 43,524

賞与引当金 54,104 64,354

完成工事補償引当金 262 279

その他 169,185 159,108

流動負債合計 2,729,453 2,967,517

固定負債   

長期借入金 345,022 371,491

退職給付引当金 281,155 269,367

役員退職慰労引当金 55,888 51,759

その他 42,863 40,318

固定負債合計 724,927 732,935

負債合計 3,454,381 3,700,452

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 3,013,064 3,423,064

利益剰余金 △194,447 △408,956

自己株式 △54,592 △54,443

株主資本合計 6,854,295 7,049,934

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △101,190 △67,621

為替換算調整勘定 △7,484 △7,751

評価・換算差額等合計 △108,674 △75,372

少数株主持分 93,922 94,979

純資産合計 6,839,543 7,069,541

負債純資産合計 10,293,924 10,769,993



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,689,280 1,668,895

売上原価 1,342,855 1,324,763

売上総利益 346,425 344,132

販売費及び一般管理費 496,783 502,349

営業損失（△） △150,358 △158,217

営業外収益   

受取利息 1,016 544

受取配当金 3,343 3,098

有価証券運用益 27,754 －

受取手数料 1,976 2,272

受取家賃 4,117 4,391

その他 7,811 8,331

営業外収益合計 46,019 18,636

営業外費用   

支払利息 4,589 3,763

有価証券運用損 － 11,555

その他 1,092 3,273

営業外費用合計 5,681 18,591

経常損失（△） △110,020 △158,173

特別利益   

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 － 4,137

負ののれん発生益 － 5,185

特別利益合計 0 9,325

特別損失   

固定資産除却損 49 117

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 510

特別損失合計 49 627

税金等調整前四半期純損失（△） △110,069 △149,475

法人税、住民税及び事業税 12,607 15,845

法人税等調整額 39,960 25,013

法人税等合計 52,567 40,858

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △190,333

少数株主利益 190 5,157

四半期純損失（△） △162,825 △195,491



該当事項はありません。  

  

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 （注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を勘案して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．前連結会計年度において、事業の種類別セグメントを変更したため当第１四半期連結累計期間より「工場設

備関連事業」を「その他の事業」から独立掲記しております。なお、前第１四半期連結累計期間における「そ

の他の事業」に含まれる「工場設備関連事業」のセグメント情報は次のとおりであります。 

   売上高（１）外部顧客に対する売上高         149,208千円 

      （２）セグメント間の内部売上高又は振替高     4,922 

                計            154,129 

   営業利益                       3,310  

 〔所在地別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が、90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

  

 〔海外売上高〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
切削機具事
業（千円） 

特殊工事事
業（千円）

建設・生活
関連品事業
（千円） 

工場設備関
連事業 
（千円） 

その他の事
業（千円）

計 
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                           

(1)外部顧客に対する売上高  493,906 255,312 620,111 159,097 160,853  1,689,280  － 1,689,280

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 － － 4,648 1,698 150  6,496  △6,496 －

計  493,906 255,312 624,759 160,795 161,003  1,695,776  △6,496 1,689,280

営業利益又は営業損失(△)  △62,710 13,315 △9,200 2,571 △10,861  △66,886  △83,472 △150,358

事業区分 主要製品

切削機具事業 コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアービット、自動送り装置等 

特殊工事事業 アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工事等 

建設・生活関連品事業 コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グラインダー、物置、カーポート等 

工場設備関連事業 自動制御盤、配電盤、製缶、精密板金加工等 

その他の事業 介護サービス、ソフトウェア成果物等 



１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 国内子会社は、それぞれ独立した事業を行っており、当社取締役が、各子会社の取締役を兼務して取り扱

う製品・サービスについて戦略を立案し、事業活動を行っております。また、海外子会社は当社事業部に附

随して事業活動を行っております。 

 したがって、当社グループは、事業部及び国内子会社の事業を基礎とした製品・サービス別のセグメント

から構成されており、「切削機具事業」 、「特殊工事事業」、「建設・生活関連品事業」、「工場設備関

連事業」、「介護事業」及び「ＩＴ関連事業」の６つを報告セグメントとしております。 

 なお、各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は以下のとおりであります。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報           

  当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）       （単位：千円）

  

報告セグメント 主要製品及びサービス 

切削機具事業 
コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコア

ービット、自動送り装置等の製造販売 

特殊工事事業 
アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー

工事等の特殊工事 

建設・生活関連品事業 
コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グライン

ダー、物置、カーポート等の仕入販売 

工場設備関連事業 
自動制御盤・配電盤・製缶・精密板金加工等の製造販

売 

介護事業 
デイサービス、ケアプランサービス、介護付有料老人

ホーム、高齢者専用賃貸住宅 

ＩＴ関連事業 ソフトウェア成果物、人材派遣 

  

  

報 告 セ グ メ ン ト 

切削機具事業 特殊工事事業
建設・生活 

関連品事業 

工場設備 

関連事業 
介護事業 ＩＴ関連事業 合 計 

 売上高               

  外部顧客への売上高   553,083   198,594   584,003   140,902   98,624  93,690  1,668,895

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  －   3,728   2,810   －  150  6,688

計   553,083   198,594   587,731   143,712   98,624   93,840  1,675,583

セグメント利益  △18,884  △15,214  △17,908   10,306  △25,254   △6,957  △73,912



３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）                   （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

利 益 金 額 

 報告セグメント計  △73,912

 セグメント間取引消去  1,644

 全社費用（注）   △85,948

 四半期連結損益計算書の営業利益  △158,217

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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